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平成28年12月15日（木）　　　司会：佐々木　弘子　　記録：小滝　みさと
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・平成28年度　納会について

日時：平成28年12月30日（金）納　会：17：15～17：50　懇談会：17：50～18：40
場所：メンタルケア病棟3F 会議室・ホール
当日、出勤の職員は時間を厳守し、17：15～の納会へ必ず参加すること。ビンゴカードは12月15日（木）から2枚セット200円（1枚100円）で販売する為、購入希望者は各部署の行事委員まで連絡すること｡
・第6回院内研修について

日時：12月20日（火）・21日（水）17：30～　

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール 

テーマ：｢感染症対策～インフルエンザを中心とした予防と治療薬について～｣

講師：梅内　エミ薬剤師　※当日の出欠予定を各自で出欠表へ入力すること。
・処方薬の受け取りについて（田中一様）

　現在の処方が病院受診日の朝食後薬までになっている。1/9～処方薬を薬局が通所へ持って来る為、次回処方時、受診日の夕食後薬前か一日分多めにもらえるようにする。
・12/15（木）17：10～　コメディカル事例検討会があります。担当:小嶋SGM

・12/16（金）大下伸治様の体験利用実施予定。青陽館で食事をするため、食事発注を忘れず行うこと。

・12/21（水）見学希望者あり。詳細については、後日三浦SWより情報提供あり。
・12/22（木）13：00久保興介様　見学予定。

・豊島Dr.の勤務について、12/22（木）は休みとなる。

・12/16（金）小滝の南病棟への異動に伴い、緊急連絡網を更新しておくように。

・看護グル―プ研修あり。上級対象：12/19（月）看護管理について
　12/21（水）16：00～ユーティリティで看護グループミーティングがあるので、担当者は出席するように。

・1/4（木）に互礼会が開催される。参加可能な職員は参加をすること。
　1/3（水）にSS佐々木より、下記の物品貸出依頼が来ている。1/3に通所で行事があるため、貸し出し出来るものを貸し出しするように。
　貸出希望：まな板×1、鍋×1、包丁×3、ボウル×3、ざる×1、お玉×2、お盆×10

・1月分テキスト締切12/23(金)
・12月分経過記録締切1/10(火)
・疾患別診療計画書　デイナイト、ナイト利用者の12/30付は、12/23までに、小嶋SGMへ提出すること。担当医の評価後、1/5までに利用者様のサインをもらいカルテへ綴じる。
　その他、デイ、デイナイト、ナイト利用者の1/1付のものは、1/6までに、利用者様のサインをもらう。
・看護師専従者届出について、対象者（服部、戸賀沢）は記入後、小嶋SGMへ提出。
・12/21（水）　クリスマス会について、来週頭にはスタッフがやることなど確認必要。
　【現状】

　飾り付け：2Fにある折り紙を使用。
昼食作り：鍋は通所にあるものでは足りないので、職員でIH対応の大きめな鍋を持っていたら持って来てほしい。
ケーキ：スポンジはうみねこ幸房へ7個注文（1/8カット/人）
食材買い出し：買い出し時期や人員に関してはこれから検討・

＜利用者様情報＞

デイケア

・松川　順子　様～12/14（水）ケア会議出席（石渡、小滝）。
　　　　　　　　　12/16（金）14：00退院となり、12/19（月）～、月～金までの5日/週の利用（うち、月・水・金は入浴も利用）となる。本来、退院後デイケアに来て食費と入浴費の支払いに来る予定だったが、退院前に病棟で支払いを行うことになる（そこで12/19～1/31までの昼食分の食券、入浴券2枚を本人に渡す）。対応は三浦SWが行う。2月分からの支払いは月末にあっぷるハートさんがデイケアに来て支払を行うこととなる。携帯料金について、引き落としになるが、初回のみ郵送で請求者が届くので、書類が届いたらデイケアスタッフで確認し、あっぷるハートさんへ連絡する。
　　　　　　　　　訪問看護は毎週土曜15：00～16：00頃（初回12/17　16：00）、青明舎は第1、第3日曜9：30～となっている。
　　　　　　　　　以前入居していた部屋に退院後も住むことになるが、妹からの経済的虐待が再燃する可能性もあるため、デイケアスタッフは注意していく。
・高柳　和子　様～本日9：00に本人より「デイケアにいく準備をしたが、具合が悪いので欠席したい」と聞かれていたが、スタッフの促しにて来所。具合が悪い理由としては、湯沸し器修理後より音が気になるとのこと。来所後は入浴のみ行い、早退する。
・淡路　智恵子様～昨日、椅子に乗って棚のものを取ろうとした際に転倒し、右前腕に内出血見られ、全身の痛みを訴えが、日常的に腰や足など痛がる様子は見られない。昨日に関して自身で振り返り、「昨日は椅子から落ちるし、鍵も忘れるし、最悪な1日だ」と話している。一通り話しをすると、落ち着いている。

・根地戸　恵　様～来所後より、調子の浮き沈みがある。原因について尋ねると、彼氏と母へのプレゼントについて喧嘩したとのこと。また、特定スタッフのそばを離れないことがあり、スタッフ介入にて、落ち着いている。

デイナイトケア

・倉石　ヨシエ様～昨日、夕食の片付けの際中、「洗濯したいから、先に（青風荘）スタッフと一緒に帰りたい」と表情硬くして訴えあり、他利用者様と一緒に戻るよう青風荘スタッフが説明すると素直に応じ、落ち着いている。
・吉田　キクエ様～義歯使用時の痛み聞かれており、青風荘スタッフより義歯を作り直すか、ポリグリップを使用するか提案あり。「ん～？」と考えていたが、ポリグリップを使用する方向で話しを進めている。
・倉橋　生子　様～昨日、担当医面談にてジアゼパム錠2ｍｇ2T（1T×朝・夕）が止めになり、プロムペリドール錠1ｍｇ2T（1T×朝・夕）が処方となっている。本日、来所後は昨日まで多く見られていた他者への話し掛けは目立っていない。

ナイトケア

・下妻　康貴　様～昨日、本人より「背中と左足が痛い」との相談があり、状況を確認する。仕事中から痛くなったと話すが、身に覚えは無く、原因はわからないとのこと。痛みが長引くようであれば、病院受診をするように促すと、「ちょっと様子を見て、良くならなかったら行ってみる」と話している。ナイトケア利用中背中を気にしている様子はあるが、痛みを過度に訴えることはない。

＜外来情報＞

・奥山以依子様～青山荘での訓練が30日で終わりになることを報告している。5分以上話をしているが、ほとんど内容が不明である。

・船場　幸子様～以前に体調不良で吐いたことがあったが、それ以降は吐いていないとのこと。「風邪を引いたのかな」と話している。

・坂本　健治様～1月から就労施設の利用を週4回→5回に変更したい件について話し、薬の処方を28日分希望している。デイケアの利用中止に伴い、訪問看護の導入を考えていることを話している。クリスマスに参加するとのことで、本日は2週間分の処方となる（実際はクリスマス行事と診察は無関係）。

・中居美津子様～歯科にも医療費を滞納しているとのこと。医師より、返していくように言われている。

・前野　義勝様～腰の痛みがあることを話している。頓服の痛み止め（ジクロフェナック）が処方となっている。

・久慈　邦夫様～以前夜の寝つきが悪いことがあったが、最近は問題ないと話している。

・鹿原　博夫様～特に変わりがないと話している。煙草の臭いが服に染み付いている。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（　浅坂　政美　様）

実施日：H28年12月15日（木）13：30～14：00

担当チーム：馬場、石渡、戸賀沢
参加者：小嶋、佐々木、工藤、小滝、藤田、斎藤、石渡、馬場　

	氏名
	浅坂　政美　様
	性別
	男
	年齢
	61
	生年月日
	S30年11月4日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	脳性麻痺・糖尿病・右大腿骨骨頭骨折（H23.3）・右大転子下部骨折（（H27.2）

	治療方針（医師の指示）
	断酒生活の維持、身体管理（糖尿病予防・高血圧）

	本人希望
	現在の生活を継続する

	家族希望
	同上

	入院歴
	計5回（最終：H22年9月29日～H22年11月6日）

	通所歴
	3回目

· 前回：H23年6月20日～H27年2月10日

· 今回：H23年7月13日～現在　　（週4回/月・火・水・金曜日）

	その他サービス利用
	・訪問看護ステーション｢五福｣の利用(1回/毎週木曜日)

・南部町社会福祉協議会ホームヘルプの利用(1回/毎週土曜日)

	住居：一戸建て（単身生活）
	家族構成：6人兄弟・次男（末子）
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	利用制度
	身体障害者手帳4級
	障害基礎

年金2級
	自立支援医療　利用中

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を継続する。
	①再飲酒しない。


	①抗酒剤の服用を継続する。苛々した時は飲酒以外の方法で解消する。
	①デイケア通所時にスタッフの前で抗酒剤を服用し、スタッフが確認ノートにチェックする。苛々した時は、周りにあたったり飲酒に走ったりする前にスタッフに相談し、苛々の軽減を図り、解決方法について共に考える。

	
	②現在の身体状態を維持し、また糖尿病・高血圧が悪化しないようにする。
	②現在の歩行状態を維持し、無理のない活動を行う。体重を65㎏で維持する。
	②-1できる範囲で運動に参加する。スタッフは転倒しないか見守り、危険な行動見られた場合振り返りを行う。

	
	
	
	②-2バランスのよい食事をとるようにし、間食は控える。スタッフは食事・間食内容を確認し、必要に応じて助言を行う。

	
	③適切な対人交流ができるようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	③その場の状況に合った他者交流が出来るようになる。
	③一方的な話し掛けをしたり、他者が話をしている途中に割り込んだりしない等、場面を考慮しながら話すよう気を付ける。スタッフは対人交流の様子を観察し、上記の言動見られた場合は本人と振り返りを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①抗酒剤の服用を継続する。苛々した時は飲酒以外の方法で解消する。
	・H22年9月以降、断酒生活は継続している。イライラすると飲酒欲求が出ると自覚しており、イライラで言葉が乱暴になり、周囲にあたってしまうことがあるとのこと。デイケア利用中では上記行為は見られていない。
・断酒を継続することは出来ている。抗酒剤を忘れる事は無く、来所時にスタッフの目の前で確実な服用が出来ている。

・不定期ではあるが、時折表情冴えなく言葉少ない時がある。理由を尋ねるも「いや、なんも」と具体的な回答はない。(70％)
	時折、表情の冴えない時が見られる為、声掛けをする。理由を話すかは重視せず、【こちらが気にしている】ということが伝わるよう関わっていく。苛々に関しては聞かれていないが、上記状態から再飲酒に繋がらないとも限らない為、そちらにも注意して関わっていくこととする。計画の一部を変更。

	②現在の歩行状態を維持し、無理のない活動を行う。
	・歩行時は左右に重心がずれ、安定はしていないが、ゆっくりと歩行しており転倒することはない。

・体重は73kg前後を行き来しており、デイケアの帰り道によこまちストアで、間食用の食べ物を買ってしまうとのこと。

・昼食の内容については、炭水化物・たんぱく質・野菜と概ねバランスが取れているが、梅干や漬け物を摂ることがあるため、塩分摂取量が多い。(50％)
	・食べ物に関し、注意を促しているが、間食を時折してしまう。デイケアでの昼食ではバランス良く摂取している様子が窺えるが、自宅での食事に関しては定かではない。スタッフの声掛けにより、食事の調整をすることがある為、今後は間食を含めた食事内容を聞き、記録として残すようにする。スタッフから定期的に食事内容を聞かれることによって、本人自身が食事摂取について意識出来るよう関わっていく。本人の血糖値等の健康状況を担当スタッフは定期的にカルテ等を見て情報収集を行っていく。

・運動に関しては自発的に無理ない程度に行うことが出来ている為、引き続き怪我等ないように様子を観察していくこととする。計画の一部を変更。

	③その場の状況に合った他者交流が出来るようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	・以前は他利用者やスタッフに対して一方的に話し掛けることが多く、場面を考慮しながら話が出来ずにいる様子がみられていた。頻度は減っているが時折、話に割り込み、違う話題の話をする事がある。他者とのトラブルには至っていない。

・本人は「人の話を聞かない事がある」「話を聞いてから話すように気をつけている」と話し、自覚し対応しようとしている様子は窺える。(50％)
	以前に比べ、一方的な話し掛けは減っているが、時折見られている為、引き続き見られた際には、本人と振り返りをしていく。計画を継続する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を継続する。
	①再飲酒しない。


	①抗酒剤の服用を継続する。ストレスに関して飲酒以外の方法で解消する。
	①-1デイケア通所時にスタッフの前で抗酒剤を服用し、スタッフが確認ノートにチェックする。

	
	
	
	①-2不調の際にはスタッフに状態を伝える。表情が冴えない時は、スタッフから何があったか声掛けをする。本人より理由を話すことがある際には傾聴する。

	
	②現在の身体状態を維持し、また糖尿病・高血圧が悪化しないようにする。
	②現在の歩行状態を維持し、無理のない活動を行う。
	②-1できる範囲で運動に参加する。スタッフは転倒しないか見守り、危険な行動見られた場合振り返りを行う。

	
	
	
	②-2バランスのよい食事をとるようにし、間食は控える。スタッフは間食を含めた食事内容を確認し、記録に記載する。間食等がある際には必要に応じて助言を行う。

	
	③適切な対人交流ができるようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	③その場の状況に合った他者交流が出来るようになる。
	③一方的な話し掛けをしたり、他者が話をしている途中に割り込んだりしない等、場面を考慮しながら話すよう気を付ける。スタッフは対人交流の様子を観察し、上記の言動見られた場合は本人と振り返りを行う。


